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人 

生
百
年
時
代
を
迎
え
る
中
で
、
自
分
の
人
生

を
ど
う
生
き
て
い
く
か
、
高
校
時
代
に
お
け

る
キ
ャ
リ
ア
意
識
の
醸
成
が
か
っ
て
な
い
ほ
ど
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
５
月
に
３
回

の
「
つ
な
ぐ
商
店
ｔ
ｅ
ｔ
ｏ
」
代
表
で
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
大
房
千
紘
先
生
を
講
師
に
３
年
生
で
特
別

Ｌ
Ｈ
Ｒ
「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

３
年
３
組
と
10
組
の
文
理
代
表
ク
ラ
ス
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で

行
わ
れ
、
都
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
経
て
、
伊
江
島
に
移
住
し
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
で
活
躍
し
て
い
る
大
房
先
生
の
自
身

の
体
験
を
交
え
た
、
「
働
く
」
こ
と
の
意
義
や
、
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
の
重
要
性
を
、
進
路
決
定
を
目
前
に
控
え

た
生
徒
達
は
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

 
多
忙
な
中
、
講
師
を
引
き
受
け
て
下
さ
っ
た
大
房
千

紘
先
生
を
始
め
、
企
画
・
実
施
し
て
く
れ
た
宮
城
通
就

先
生
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

Ｐ ＴＡ主催の「保護者向け

奨学金講演会」が、５月

２日(金)に「株式会社まなび

シード」代表・奨学金アドバイ

ザー・久米忠史（くめただし）

先生を講師にお招きして「子どもを進学させるお金

の話 ～奨学金を正しく活用する方法～」として行

われました。 

 当日は平日夕方の開催にも関わらず、進学を控え

た３年生や新入生の保護者を中心に、会場の視聴覚

室が満席の大盛況でした。 

 首里高生は将来の進路をしっかりと見据え、日々

目標に向かって頑張っていますが、昨今の社会情勢

や経済情勢を鑑み、ぜひ、久米先生の講演を参考に賢

い奨学金を選択・活用し、全員が目的の志望校に合格

し、進学が実現できることを

祈ります。 

 講師の久米先生始め、進路

主任の西村先生、ありがとう

ございました。 

首 

里
高
校
に
は
全
県
学
区
の
染
織
デ
ザ
イ
ン
科

を
始
め
、
普
通
科
に
も
多
く
の
離
島
出
身
・

県
外
中
学
出
身
者
・
自
宅
通
学
者
の
生
徒
が

い
ま
す
。 

 

連
休
の
合
間
の
５
月
２
日(

木)

の
お
昼
休
み
に
、

１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
該
当
生
徒
の
集
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

最
初
に
元
宮
古
高
校
校
長
の
津
野
校
長
、
久
米
島
高
校
出
身
の
前
里
教

頭
か
ら
激
励
の
あ
と
、
お
弁
当
を
囲
み
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹
介
や

上
級
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
が
あ

り
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
こ

れ
か
ら
の
高
校
生
活
へ
の
信
頼
と
希
望
に

つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

新
学
期
多
忙
な
中
、
実
施
・
企
画
し
て

く
だ
さ
っ
た
教
育
相
談
の
笠
井
先
生
・
舟

井
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

５ 月８日(水)に「職業を

考える旅に出よう」と

題し、外部からの刺激を受け

つつ自分の手で職業選択の視

野を広げる活動を行い、今後

の科目・選択や進路に繋げて

いく事を目的に、１学年対象のキャリア形成プロ

グラム授業が行われました。これは今年度から県

内高校に導入された沖縄県キャリア教育推進事業

によるものです。 

 各クラスに講師の先生方が入って、ワークシー

トと「職業情報提供サイト：job tag」を活用しな

がら職業選択の視野を広げるグループワーク活動

を行いました。沖縄県の進路指導の課題である

キャリア意識の早期育成に向け、高校入学後の新

入生に効果的なスタートが

できたと思います。担当の

川満先生始め講師の先生

方、グッジョブおきなわプ

ロジェクトの喜屋武裕江代

表にお礼申し上げます。 

地区 生徒数 

北部地区 １０名 

宮古地区 ５名 

八重山地区 ３名 

上記以外 ４名 

県外 ３名 


